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（％）

ｎ

全体 1,360 41.7 56.6 0.4 1.3

男　性 女　性 その他 無回答

（％）

ｎ

全体 1,360 1.5        7.1        10.8       15.1       18.4       17.4       28.5       1.2        

70歳以上 無回答18･19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

（％）

ｎ

全体 1,360 6.9        1.6        33.9       17.6       2.9        14.5       20.7       1.8        

その他の

無職
無回答自営業主 家族従業

正規の

職員・

従業員

非正規の

職員・

従業員

学生
専業の

主婦・主夫

令和７年度 県民文化芸術活動実態調査（概要版） 
 

この概要版は、「県民文化芸術活動実態調査」の結果を取りまとめたものです。 

調査は、県民による文化芸術活動の実態や県による文化行政に対する県民の考え等を把握し、

県民の文化芸術活動への参加促進など、今後の文化芸術振興施策の展開のための基礎資料とする

ことを目的として実施しました。 

  

調査の実施概要  
 

１ 調査の設計 

調査対象  ： 埼玉県内在住の満18歳以上の男女 

調査期間  ： 令和７年６月16日(月) ～ ７月４日(金) 

調査方法  ： 郵送配布、郵送回収・インターネット回収併用法 

標本の大きさ： 3,000人 

抽出方法  ： 層化二段無作為抽出法 

 

２ 回収結果 

有効回収数（率）: 1,360人（45.3％） 

 

３ 回答者のプロフィール 

＜性別＞ 

 

 

 

＜年齢＞ 

 

 

 

＜職業＞ 

 

 

 

 

 

 

〈この概要版を読むにあたって〉  

 

 

 

  

・グラフ中の数値は、その質問項目に該当する回答者の数（ｎと表示）を 100.0％として計算した

比率です。 

・計算の都合上、四捨五入しているので、比率の合計は 100.0％にならない場合もあります。 

・複数回答の質問は回答の合計が 100.0％を超えることがあります。 

・この調査は令和２年度から開始され、今回が２回目の実施となります。 
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１  文化芸術に関する興味・関心について 

（１）興味・関心の有無【報告書 14～15ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）興味がある分野【報告書 16～18ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●文化芸術に「興味がある」は、８割台半ばとなっています。 

全体(n=1,360)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

0.4

（0.5）

13.5

（14.2）

86.1

（85.3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

興味がある 興味がない 無回答

●「興味がある」とした方に、興味がある分野を聞いたところ、「音楽」が８割台半ばで

最も高くなっています。 

該当者全体(n=1,171)

音楽（ポップス、ロック、ジャズ、演歌、

歌謡曲、クラシック、楽器演奏、合唱など）

映画・漫画・アニメ・ＣＧなどの
メディア芸術

美術（絵画、彫刻、工芸、陶芸、建築など）

演劇（現代演劇、児童劇、人形劇、オペラ、

紙芝居、ミュージカル、朗読など）

演芸（落語、講談、漫談、漫才・コント、

大道芸など）

写真（風景、人物写真など）

文芸（小説、詩、俳句、短歌など）

伝統芸能（和太鼓、民謡、民舞、日本舞踊、

獅子舞、歌舞伎、地域の伝統的なお祭りなど）

生活文化（書道、茶道、華道、盆栽など）

伝統工芸、文化財の継承・保存

舞踊（バレエ、ダンス、よさこいなど）

国民娯楽（囲碁、将棋など）

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,451）

86.1（84.3）

68.8（69.3）

55.6（55.5）

38.3（40.0）

36.5（41.0）

35.5（37.6）

31.4（31.5）

30.3（32.1）

29.5（30.6）

26.6（28.9）

24.5（23.6）

9.0（9.6）

0.0（0.2）

0% 20% 40% 60% 80% 100%



- 3 - 

該当者全体(n=317)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

43.8

（35.4）

11.0

（11.6）

22.4

（22.0）

19.6

（29.9）

3.2

（1.1）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年に数回 月に１回 月に数回 週に１回以上 無回答

２  日頃の文化芸術に関する活動状況について 

（１）この１年間の活動及び鑑賞の経験【報告書 19～20ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動頻度【報告書 21～22ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）活動場所【報告書 23～24ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

●「活動と鑑賞をともに行った」と「活動のみ行った」をあわせた「活動を行った（計）」

が２割台半ば、「活動と鑑賞をともに行った」と「鑑賞のみ行った」をあわせた「鑑賞を

行った（計）」が全体の約７割となっています。 

●この１年間に活動を行った方に、活動頻度を聞いたところ、「年に数回」が４割台半ば

で最も高くなっています。 

全体(n=1,360)

活動を行った（計） 鑑賞を行った（計）

23.3（32.0） 70.7（70.1）

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

20.8

（29.1）

2.5

（2.9）

49.9

（41.0）

26.3

（22.4）

0.4

（4.6）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動と鑑賞を

ともに行った

活動のみ

行った

鑑賞のみ

行った

活動と鑑賞

をともに

行わなかった

無回答

●この１年間に活動を行った方に、活動場所を聞いたところ、「県内（自宅以外）」が７割強

で最も高くなっています。 

該当者全体(n=317)

県内（自宅以外）

東京都内

自宅

その他の道府県

その他

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

72.2（65.1）

41.6（36.7）

36.3（64.0）

18.0（17.2）

2.8（3.7）

3.2（0.4）

0% 20% 40% 60% 80%
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該当者全体(n=317)

音楽（ポップス、ロック、ジャズ、演歌、

歌謡曲、クラシック、楽器演奏、合唱など）

美術（絵画、彫刻、工芸、陶芸、建築など）

映画・漫画・アニメ・ＣＧなどの
メディア芸術

伝統芸能（和太鼓、民謡、民舞、日本舞踊、

獅子舞、歌舞伎、地域の伝統的なお祭りなど）

写真（風景、人物写真など）

生活文化（書道、茶道、華道、盆栽など）

文芸（小説、詩、俳句、短歌など）

演劇（現代演劇、児童劇、人形劇、オペラ、

紙芝居、ミュージカル、朗読など）

舞踊（バレエ、ダンス、よさこいなど）

演芸（落語、講談、漫談、漫才・コント、

大道芸など）

伝統工芸、文化財の継承・保存

国民娯楽（囲碁、将棋など）

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

52.7（69.2）

34.7（32.8）

34.4（34.9）

21.8（17.6）

19.9（26.4）

16.7（15.6）

16.4（13.0）

14.2（11.0）

13.2（10.8）

10.4（7.0）

8.5（5.1）

4.7（3.7）

3.2（0.7）

0% 20% 40% 60% 80%

該当者全体(n=317)

個人的に興味が湧いたため

生活の中の楽しみとして

友人・知人に誘われて

知識や教養を身に着けるため

実際に活動している様子や作品を見て

公民館・文化センターなどの講座受講

子供のころの稽古事

ポスターなどの広告を見て

学校の部活動

会社のクラブ活動

その他

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

70.0（73.4）

55.2（62.4）

28.1（23.3）

18.3（14.7）

16.1（15.8）

15.5（9.0）

11.7（14.5）

10.7（7.0）

10.4（8.6）

2.5（0.7）

4.4（4.6）

2.5（0.6）

0% 20% 40% 60% 80%

（４）活動内容【報告書 25～27ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）活動を始めたきっかけ【報告書 28～30ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に活動を行った方に、活動内容を聞いたところ、「音楽」が５割台半ばで

最も高くなっています。 

●この１年間に活動を行った方に、活動を始めたきっかけを聞いたところ、「個人的に

興味が湧いたため」が７割で最も高くなっています。 
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該当者全体(n=317)

心の豊かさ、やすらぎ

仲間・友人

生きがい

自己の能力が高められる

創造性

金銭収入

その他

特にない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

81.1（81.1）

51.7（42.0）

47.6（39.1）

43.8（32.1）

30.3（25.0）

6.0（4.8）

1.6（1.7）

2.5（2.8）

2.5（0.2）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

該当者全体(n=317)

仕事・学業との時間調整

活動費用の出費

家事・子育て・介護との時間調整

活動に必要な施設が身近にない

活動に関係する団体や催し物の

情報が少ない

活動に必要な仲間がいない

適切な指導者・助言者がいない

発表の機会が少ない

団体に所属している場合に団体内の

役割に負担がある

団体に所属している場合に会員同士

の付き合いに負担がある

その他

特にない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

34.4（39.8）

30.9（33.8）

18.0（26.2）

15.8（15.0）

10.1（8.4）

8.8（7.5）

8.5（8.6）

7.6（7.5）

5.7（5.1）

5.0（4.0）

2.8（3.3）

24.3（25.7）

2.8（0.6）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（６）活動を行う上で困っていること【報告書 31～33ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）活動から得たもの【報告書 34～36ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に活動を行った方に、活動を行う上で困っていることを聞いたところ、

「仕事・学業との時間調整」が３割台半ばで最も高くなっています。 

●この１年間に活動を行った方に、活動から得たものを聞いたところ、「心の豊かさ、

やすらぎ」が８割強で最も高くなっています。 
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該当者全体(n=317)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

6.6

（4.6）

90.2

（95.0）

3.2

（0.4）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

該当者全体(n=317)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝545）

39.4

（21.3）

59.6

（78.5）

0.9

（0.2）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

団体に所属している 団体に所属していない（個人で活動） 無回答

該当者全体(n=125)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝116）

23.2

（23.3）

51.2

（52.6）

24.8

（22.4）

0.8

（1.7）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10人以下 11人以上50人未満 50人以上 無回答

該当者全体(n=125)

同好者

民間や個人の稽古事の参加者

自治体や公民館の講座の参加者

地域の町内会や、自治会などの人（＊）

学校や職場の人

友人・知人

公募メンバー

その他

無回答

（＊）令和２年度は「地域の青年団・婦人会・自治会などの人」で実施 ※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝116）

28.0（23.3）

22.4（21.6）

12.0（12.9）

8.8（7.8）

7.2（8.6）

5.6（6.9）

5.6（5.2）

3.2（2.6）

7.2（11.2）

0% 10% 20% 30% 40%

（８）活動による金銭収入（プロの芸術家）の有無【報告書 37～38ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）団体への所属有無【報告書 39～40ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）所属団体の規模【報告書 41～42ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）所属団体のメンバー構成【報告書 43～45ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に活動を行った方に、活動による金銭収入（プロの芸術家）の有無を聞いた

ところ、「はい」が 6.6％となっています。 

●この１年間に活動を行った方に、団体への所属有無を聞いたところ、「団体に所属して

いる」は約４割となっています。 

●団体に所属している方に、所属団体のメンバー構成を聞いたところ、「同好者」が３割弱

で最も高くなっています。 

●団体に所属している方に、所属団体の規模を聞いたところ、「11人以上 50人未満」が

５割強で最も高くなっています。 
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該当者全体(n=189)

時間的に余裕がないため

団体に加入する必要性を感じないため

入りたい団体が近くにないため

どこにどんな団体があるか情報がないため

継続する自信がないため

団体に加入するきっかけがないため

団体に加入すると自由がなくなるため

経済的な余裕がないため

知人がいないため

家族の反対があるため

その他

わからない・特に理由はない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝428）

35.4（40.7）

29.1（27.6）

26.5（20.6）

24.3（27.6）

22.8（19.9）

20.1（21.7）

19.0（13.6）

14.3（17.3）

12.7（12.9）

0.0（0.7）

3.2（1.6）

12.2（17.3）

1.6（0.5）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

該当者全体(n=125)

会員の高齢化・後継者不足（＊）

会員が集まらない（＊）

活動場所の確保が難しい

活動資金が乏しい

会員間の時間調整が難しい

発表場所や機会を確保できない

他の団体との交流が少ない

広報・PRが十分できない

活動に必要な時間を確保できない

活動がマンネリ化している

適切な指導者がいない

地域住民との交流が少ない

他の団体などの情報が少ない

会の運営がうまくいかない

その他

特にない

無回答

（＊）令和２年度の選択肢「会員が集まらない・後継者がいない」を分割して実施

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝116）

44.8

27.2

16.0（20.7）

12.8（15.5）

11.2（17.2）

8.8（8.6）

8.0（1.7）

8.0（12.1）

6.4（9.5）

6.4（16.4）

5.6（6.9）

4.8（4.3）

1.6（0.0）

0.0（1.7）

2.4（4.3）

26.4（25.9）

0.0（2.6）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（12）所属団体の活動上の問題・課題【報告書 46～48ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）団体に加入していない理由【報告書 49～51ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●団体に所属している方に、所属団体の活動上の問題・課題を聞いたところ、「会員の

高齢化・後継者不足」が４割台半ばで最も高くなっています。 

●団体に所属していない方に、団体に加入していない理由を聞いたところ、「時間的に

余裕がないため」が３割台半ばで最も高くなっています。 
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該当者全体(n=189)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝428）

28.6

（25.2）

69.8

（73.6）

1.6

（1.2）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う 思わない 無回答

該当者全体(n=962)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,193）

61.2

（52.1）

8.5

（7.4）

10.5

（13.6）

15.2

（22.4）
4.6

（4.6）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年に数回 月に1回 月に数回 週に1回以上 無回答

（14）団体への参加意向の有無【報告書 52～53ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15）鑑賞頻度【報告書 54～55ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）鑑賞場所【報告書 56～57ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に鑑賞を行った方に、鑑賞頻度を聞いたところ、「年に数回」が６割強で最も

高くなっています。 

●団体に所属していない方に、団体への参加意向の有無を聞いたところ、「思う（参加意向

あり）」は３割弱となっています。 

●この１年間に鑑賞を行った方に、鑑賞場所を聞いたところ、「県内施設」が５割台半ば

で最も高くなっています。 

該当者全体(n=962)

県内施設 （＊1）

東京都内

自宅や通勤・通学・

移動途中など（＊2）

その他の道府県

その他

無回答

（＊1）令和２年度は「県内（自宅以外）」で実施

（＊2）令和２年度は「自宅」で実施

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,193）

55.2（56.7）

50.8（46.4）

35.3（58.8）

22.5（17.7）

3.6（3.4）

3.4（3.3）

0% 20% 40% 60% 80%
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該当者全体(n=962)

個人的に興味が湧いたため

生活の中の楽しみとして

友人・知人に誘われて

知識や教養を身に着けるため

ポスターなどの広告を見て

実際に活動している様子や作品を見て

子供のころの稽古事

公民館・文化センターなどの講座受講

学校の部活動

会社のクラブ活動

その他

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,193）

75.8（73.3）

56.2（62.3）

26.9（27.2）

17.0（15.4）

15.5（14.2）

11.9（12.7）

5.8（6.6）

5.8（2.9）

5.1（4.4）

0.4（0.8）

4.9（4.0）

3.4（3.2）

0% 20% 40% 60% 80%

該当者全体(n=962)

音楽（ポップス、ロック、ジャズ、演歌、

歌謡曲、クラシック、楽器演奏、合唱など）

映画・漫画・アニメ・ＣＧなどの
メディア芸術

美術（絵画、彫刻、工芸、陶芸、建築など）

演劇（現代演劇、児童劇、人形劇、オペラ、

紙芝居、ミュージカル、朗読など）

演芸（落語、講談、漫談、漫才・コント、

大道芸など）

写真（風景、人物写真など）

伝統芸能（和太鼓、民謡、民舞、日本舞踊、

獅子舞、歌舞伎、地域の伝統的なお祭りなど）

文芸（小説、詩、俳句、短歌など）

舞踊（バレエ、ダンス、よさこいなど）

生活文化（書道、茶道、華道、盆栽など）

伝統工芸、文化財の継承・保存

国民娯楽（囲碁、将棋など）

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,193）

65.4

（71.4）

59.4

（64.2）

37.9

（36.6）

17.5

（17.4）

16.8

（19.4）

16.5

（17.3）

16.2

（16.5）

15.8

（17.1）

12.9

（10.6）

9.6（10.2）

8.6（7.4）

3.0（2.3）

2.9（3.2）

0% 20% 40% 60% 80%

（17）鑑賞内容【報告書 58～60ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18）鑑賞を始めたきっかけ【報告書 61～63ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●この１年間に鑑賞を行った方に、鑑賞内容を聞いたところ、「音楽」が６割台半ばで

最も高くなっています。 

●この１年間に鑑賞を行った方に、鑑賞を始めたきっかけを聞いたところ、「個人的に興味

が湧いたため」が７割台半ばで最も高くなっています。 
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該当者全体(n=962)

鑑賞費用の出費

仕事・学業との時間調整

ホール・美術館・映画館などの

施設が身近にない

家事・子育て・介護との時間調整

イベントの開催や公演などの内容

に関する情報が少ない

鑑賞したいと思うような魅力的な

催し物がない

その他

特にない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,193）

39.2（30.7）

33.1（35.0）

22.1（18.2）

19.0（23.6）

16.5（11.2）

9.5（9.6）

2.3（3.1）

22.0（24.8）

3.4（3.4）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

該当者全体(n=1,037)

活動に参加するきっかけがない

仕事・学業が忙しくて時間を確保できない

家事・子育て・介護で時間を確保できない

活動の費用を出せない

身近に参加できる企画やイベントが少ない

仲間がいない

活動に向けた情報がない

参加できる団体などが身近にない

活動したい魅力的な分野がない

施設の利用時間などの利用条件が合わない

活動するための施設がない

適切な指導者や講師がいない

その他

関心がない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,078）

35.4（30.6）

32.6（38.2）

20.4（22.0）

18.2（16.5）

18.2（14.1）

15.7（13.9）

15.4（11.0）

14.6（9.0）

13.4（11.3）

5.3（5.1）

4.3（3.2）

3.7（3.3）

7.4（4.3）

12.8（16.1）

4.1（7.5）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（19）鑑賞を行う上で困っていること【報告書 64～66ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20）活動していない理由【報告書 67～69 ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に鑑賞を行った方に、鑑賞を行う上で困っていることを聞いたところ、「鑑賞

費用の出費」が約４割で最も高くなっています。 

●この１年間に活動を行っていない方に、活動していない理由を聞いたところ、「活動に

参加するきっかけがない」が３割台半ばで最も高くなっています。 
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該当者全体(n=1,037)

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,078）

47.8

（45.0）

48.1

（49.4）

4.1

（5.7）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ 無回答

該当者全体(n=496)

音楽（ポップス、ロック、ジャズ、演歌、

歌謡曲、クラシック、楽器演奏、合唱など）

美術（絵画、彫刻、工芸、陶芸、建築など）

映画・漫画・アニメ・ＣＧなどの
メディア芸術

生活文化（書道、茶道、華道、盆栽など）

写真（風景、人物写真など）

伝統芸能（和太鼓、民謡、民舞、日本舞踊、

獅子舞、歌舞伎、地域の伝統的なお祭りなど）

演劇（現代演劇、児童劇、人形劇、オペラ、

紙芝居、ミュージカル、朗読など）

伝統工芸、文化財の継承・保存

文芸（小説、詩、俳句、短歌など）

演芸（落語、講談、漫談、漫才・コント、

大道芸など）

舞踊（バレエ、ダンス、よさこいなど）

国民娯楽（囲碁、将棋など）

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝485）

59.7（51.3）

43.8（41.4）

36.7（33.2）

28.6（27.2）

22.6（28.5）

15.7（19.0）

14.3（14.6）

14.3（15.9）

13.7（12.2）

12.5（11.5）

11.1（12.6）

6.3（7.2）

0.2（0.6）

0% 20% 40% 60% 80%

（21）今後の活動意向の有無【報告書 70～71ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（22）今後行いたい活動の分野【報告書 72～74ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に活動を行っていない方に、今後の活動意向の有無を聞いたところ、「はい

（今後の活動意向あり）」は５割弱となっています。 

●この１年間に活動を行っていない方で、今後の活動意向ありの方に、今後行いたい活動

の分野を聞いたところ、「音楽」が約６割で最も高くなっています。 
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該当者全体(n=358)

仕事・学業が忙しくて時間を確保できない

鑑賞するきっかけがない

家事・子育て・介護で時間を確保できない

鑑賞の費用を出せない

身近に鑑賞できる企画やイベントが少ない

鑑賞する仲間がいない

鑑賞したい魅力的な分野がない

企画やイベント、団体の情報がない

鑑賞するための施設がない

その他

関心がない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝381）

28.2（40.2）

26.8（21.5）

19.6（19.7）

16.8（16.5）

15.9（13.6）

15.9（11.5）

12.8（9.7）

12.6（7.9）

5.6（3.7）

7.8（5.0）

21.5（19.7）

6.1（8.9）

0% 10% 20% 30% 40%

全体(n=1,360)

インターネット

県や市町村の広報紙

テレビ

友人や知人を通じて

ポスター・チラシ・パンフレット

新聞などの広告

駅やバス・電車の広告

雑誌や情報誌

ラジオ

会報誌・会員誌

メールマガジン

その他

得ていない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

59.9（63.2）

39.1（33.1）

38.5（48.4）

31.2（29.8）

28.3（24.3）

22.7（23.9）

17.1（15.8）

17.0（23.9）

9.3（9.8）

4.9（3.2）

4.7（4.4）

1.7（0.5）

6.3（5.7）

2.0（1.2）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

（ウェブサイト、Ｘ、
インスタグラムなど）

（23）鑑賞していない理由【報告書 75～77 ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  今後の文化芸術全般について 

（１）情報入手方法【報告書 78～80ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●この１年間に活動や鑑賞をともに行わなかった方に、鑑賞していない理由を聞いたところ、

「仕事・学業が忙しくて時間を確保できない」が３割弱で最も高くなっています。 

●文化芸術に関する情報入手方法を聞いたところ、「インターネット（ウェブサイト、Ｘ、

インスタグラムなど）」が約６割で最も高くなっています。 
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（２）必要としている文化情報【報告書 81～83ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）埼玉県の文化的な環境の満足度【報告書 84～85ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●必要としている文化情報を聞いたところ、「コンサートや美術展、舞台公演などのイベ

ントの開催情報」が約６割で最も高くなっています。 

全体(n=1,360)

コンサートや美術展、舞台公演などのイベント

の開催情報

地域のお祭りや伝統芸能（獅子舞、神楽、

お囃子など）などの鑑賞・参加機会の情報

公立施設での講座などの開催情報

民間の講座などの開催情報

生活文化（茶道、華道など）の体験イベント

の開催情報

活動団体の情報

文化芸術活動の専門情報

その他

特に必要としていない

無回答

※「地域のお祭りや伝統芸能（獅子舞、神楽、お囃子など）などの鑑賞・参加機会の情報」、

   「生活文化（茶道、華道など）の体験イベントの開催情報」は今回調査で追加

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

59.3（58.8）

28.4

23.9（25.1）

15.6（16.8）

14.3

13.8（15.2）

7.3（11.5）

0.7（0.4）

22.1（27.3）

3.3（2.6）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

●埼玉県の文化的な環境の満足度を聞いたところ、「満足している」と「どちらかといえば

満足している」をあわせた「満足している（計）」が約３割となっています。 

全体(n=1,360)

満足している（計） 満足していない（計）

29.9 26.5

※新規設問

5.1 24.8 17.9 8.6 38.7 5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足して

いる

どちらか

といえば

満足して
いる

どちらか

といえば

満足して
いない

満足して

いない

わからない 無回答
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（４）埼玉県が積極的に取り組むべき分野【報告書 86～87ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●埼玉県が積極的に取り組むべき分野を聞いたところ、「公演やイベントの情報提供の充実」

が５割弱で最も高くなっています。 

全体(n=1,360)

公演やイベントの情報提供の充実

県文化施設（劇場・ホール・博物館・美術館等）の利便性の向上

子どもや青少年が文化芸術に親しむ機会の充実

質の高い文化芸術に触れる機会の提供

障害者や高齢者等のあらゆる人々が文化芸術活動に参加

できる機会の提供

県民の文化芸術活動に対する経済的な支援

文化芸術の担い手となる人材の育成

伝統的な文化の発掘・保護・継承、文化財の保存・活用

地域の文化芸術団体と住民が接する機会の提供

文化芸術に関する各種講座・セミナーなどの開催

海外の文化芸術に触れる機会の提供

生活文化（盆栽、書道、着物、工芸など）の再評価・活用

文化活動を支援・助言できる窓口

県民の文化芸術活動に対する成果を発表する場の提供

文化芸術の先進的な取組への支援

表彰による優れた文化芸術活動の促進

その他

わからない

無回答

　　※新規設問

47.8

45.4

37.0

29.0

22.8

22.3

18.5

18.1

17.7

17.1

16.5

12.4

12.1

11.7

9.5

6.4

2.4

12.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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全体(n=1,360)

心の豊かさ、安らぎを感じる

生きがいづくりに効果がある

多様な文化に触れることで相互理解や交流が深まる

新しいものを生み出す創造性が育成される

地域の誇りや活性化につながる

自己表現の能力が高められる

にぎわいの創出や観光地の魅力向上につながる

医療・福祉など健康長寿やリハビリなどで効果がある

伝統工芸品の振興や産業の創出につながる

障がいのある方の社会参加につながる

その他

特に期待しない

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

70.3（75.3）

54.0（57.8）

35.7（45.2）

32.6（41.6）

31.4（37.9）

31.2（39.8）

27.1（31.6）

25.8（35.8）

20.5（30.9）

18.5（29.6）

0.9（1.3）

6.3（4.7）

3.3（2.1）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体(n=1,360)

必要でない（計）

7.3（16.8）

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,702）

必要である（計）

89.6（82.0）

53.2

（40.8）

36.5

（41.2）

5.3

（14.0）

2.0

（2.8）

3.1

（1.3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要である ある程度

必要である

あまり

必要でない

まったく必要でない 無回答

（５）文化芸術に期待すること【報告書 88～90ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）文化芸術の必要性（コロナ禍を経て）の有無【報告書 93～94ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●文化芸術に期待することを聞いたところ、「心の豊かさ、安らぎを感じる」が約７割で

最も高くなっています。 

●文化芸術の必要性（コロナ禍を経て）の有無を聞いたところ、「必要である」と「ある程度

必要である」をあわせた「必要である（計）」は約９割となっています。 
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該当者全体(n=1,219)

生活の中の楽しみ、生きがいを感じることが

できるため

心の豊かさ、安らぎを感じることができるため

仲間と活動・鑑賞できるため

自己の能力を高めることができるため

収入を得るため

その他

無回答

※（　）内は令和２年度の調査結果（n＝1,395）

84.7（85.2）

80.5（83.9）

42.2（33.0）

27.7（22.1）

4.4（8.3）

2.5（2.6）

0.2（0.1）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（７）文化芸術を必要と考える理由【報告書 95～96 ページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 県民文化芸術活動実態調査（概要版） 

  令和７年 10月 

埼玉県県民生活部文化振興課  

〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３丁目 15番 1号 

電話 048（830）2887 FAX 048（830）4752 

●文化芸術を必要と回答した方に、必要と考える理由を聞いたところ、「生活の中の楽しみ、

生きがいを感じることができるため」が８割台半ばで最も高くなっています。 


